
狂
言
綺
語
と
よ
び
な
ら
わ
さ
れ
た
の
は
、
唐
の
白
楽
天
（
七
七

二
’
八
四
六
）
の
白
氏
文
集
に
始
め
て
あ
ら
わ
れ
て
以
来
、
日
本
に

わ
た
っ
て
ひ
ろ
く
胎
炎
し
た
↑
佛
教
的
な
文
学
観
の
こ
と
で
あ
る
。

文
学
と
い
う
も
の
は
、
佛
教
の
綺
語
戒
に
ふ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
い
な
が
ら
、
そ
の
狂
言
締
詔
で
あ
る
文
学
が
、
讃
佛
乗
の
因
、

転
法
輪
の
縁
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
俗
を
も
っ
て

勝
義
へ
の
手
が
か
り
と
す
る
佛
教
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
世
俗
と
し
て
の
文
学
に
お
け
る
勝
義
と
世
俗
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
平
安
時
代
以
来
、
日
本
人
の
文
学
観
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
内
容
は
う
つ
り
か
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
小
稿
は
、
狂
言
綺
語
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
改
め
て

考
え
、
そ
の
う
つ
り
か
わ
り
の
さ
ま
に
目
を
と
ど
め
、
佛
教
が
受

容
さ
れ
て
い
っ
た
一
面
を
み
よ
う
と
し
た
些
か
な
試
み
で
あ
る
。

狂
言
綺
語

一
一

、
Ｌ

Ｂ
Ｆ
ｈ
Ｕ
、

（
一

Iｨ、

て

①

白
氏
文
集
巻
七
十
に
、
李
紳
が
白
楽
天
の
詩
を
た
た
え
て
、

「
永
添
鴻
宝
集
莫
雑
小
乗
経
」
と
い
い
、
こ
れ
を
大
江
匡
房
の
江

②

談
抄
（
第
五
）
に
は
、
「
洲
宝
集
ト
云
〈
大
乗
経
ヲ
云
也
。
凶
し
蕊

文
集
ヲ
》
〈
、
古
人
モ
大
乗
経
之
次
、
小
乗
教
ノ
上
ト
ソ
云
ケ
ル
」

と
の
ゞ
へ
て
い
る
が
、
白
氏
文
集
を
大
乗
経
の
次
、
小
乗
経
の
上
に

お
い
て
評
価
し
て
い
る
。
詩
集
を
し
て
、
経
典
の
中
に
伍
せ
し
め

よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
白
氏
文
集
の
声
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

経
典
と
文
学
と
を
類
比
す
る
こ
と
を
あ
え
て
し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
経
典
を
世
俗
の
側
よ
り
眺
め
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
、
又
、

小
乗
経
は
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

③

ま
た
同
じ
く
白
氏
文
集
巻
七
十
、
東
林
寺
白
氏
文
集
記
に
よ
る

白

土

わ

か
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と
、
白
楽
天
は
か
つ
て
臘
山
の
東
林
寺
経
蔵
中
に
＄
慧
遠
大
師
と

諸
文
士
と
の
唱
和
集
を
披
閲
し
た
が
、
時
の
長
老
が
白
楽
天
に
も

ま
た
、
そ
の
文
集
を
経
蔵
に
納
め
る
よ
う
に
請
い
、
二
十
余
年
を

経
て
白
楽
天
は
、
著
わ
す
と
こ
ろ
の
文
集
を
東
林
寺
経
蔵
に
お
さ

め
て
、
他
生
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
念
じ
て
い
る
（
太
和
九
年
・
八
三

五
）
。
経
蔵
中
に
詩
文
集
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
さ
き
に
は

慧
遠
と
諸
文
士
と
の
唱
和
集
で
あ
り
、
い
ま
は
佛
教
に
ふ
か
く
心

を
よ
せ
る
白
楽
天
の
詩
集
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
白
楽
天
は
蘇

④

州
南
禅
院
千
佛
堂
転
輪
経
蔵
石
記
に
、
釈
迦
如
来
に
言
あ
り
、
一

切
佛
、
一
切
法
は
み
な
そ
の
経
よ
り
出
で
、
そ
の
経
を
納
め
る
経

蔵
な
ら
び
に
、
経
に
欠
あ
れ
ば
補
う
こ
と
は
真
の
佛
弟
子
で
あ
り
、

無
量
の
福
を
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
る
し
て
い
る
が
、
し
か
し

経
諭
と
詩
文
と
に
裁
然
た
る
へ
だ
た
り
を
つ
け
ず
↑
世
俗
よ
り
勝

義
へ
の
通
路
は
、
ゆ
た
か
に
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
聖
善
寺
の
律
庫
に
も
文
集
六
十
五
巻
を
（
開
成
元
年
・
八

三
六
）
、
蘇
州
南
禅
院
に
も
六
十
七
巻
を
納
め
て
い
る
（
開
成
四
年
．

⑤

八
三
九
）
。
白
氏
文
集
第
七
十
＄
蘇
州
南
禅
院
白
氏
文
集
記
に
よ
る

と
、
そ
の
文
集
六
十
七
巻
お
よ
そ
三
千
四
百
八
十
七
首
は
、
五
常

六
義
に
か
な
い
、
佛
道
を
ひ
ろ
め
る
も
の
も
多
い
け
れ
ど
も
、
ま

た
往
汽
、
寓
與
放
言
縁
情
綺
語
も
あ
る
。
白
楽
天
は
佛
弟
子
で
あ

る
か
ら
、
因
果
を
信
じ
、
業
を
お
そ
れ
る
。
そ
の
故
に
文
集
を
家

蔵
の
ほ
か
に
、
聖
善
寺
律
庫
、
順
山
東
林
寺
経
蔵
，
蘇
州
南
禅
院

転
輪
経
蔵
に
お
さ
め
る
が
、
そ
の
趣
旨
は

夫
惟
悉
索
弊
文
帰
依
三
蔵
者
其
意
云
何
且
有
本
願
願
以
今
生
世

俗
文
字
放
言
統
語
之
因
転
為
将
来
世
世
讃
佛
乗
転
法
輪
之
縁
三

宝
在
上
実
聞
斯
言

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
今
生
世
俗
の
文
字
、
放
言
綺
語
の
因
を
も

っ
て
、
転
じ
て
将
来
世
世
に
讃
佛
乗
、
転
法
輪
の
縁
と
な
し
た
い

と
い
う
。
世
俗
の
放
言
綺
語
を
転
じ
て
勝
義
の
世
界
に
至
る
べ
き

機
縁
た
ら
し
め
た
い
と
い
う
。
世
俗
よ
り
勝
義
へ
の
ね
が
い
、
い

う
な
れ
ば
転
識
得
智
で
あ
る
。

世
俗
に
よ
ら
ず
ん
ば
、
い
か
で
勝
義
に
入
る
こ
と
を
得
ん
、
と

は
中
諭
に
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
論
に
は
勝
義
に
つ
い
て
語
る

こ
と
が
主
で
あ
っ
て
、
そ
の
勝
義
は
世
俗
に
よ
っ
て
入
る
べ
き
も

の
と
の
ゞ
へ
る
。
白
氏
文
集
は
、
世
俗
の
放
言
綺
語
の
側
に
あ
っ
て
、

そ
れ
を
契
機
と
し
て
勝
義
に
入
ろ
う
と
す
る
。

さ
て
、
白
氏
文
集
巻
七
十
一
に
は
ま
た
＄
香
山
寺
白
氏
洛
中
集

⑥記
が
あ
り
、
白
氏
洛
中
集
八
百
首
十
巻
を
、
龍
門
香
山
寺
経
蔵
に

納
め
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と

凡
八
百
首
合
為
十
巻
今
納
干
龍
門
香
山
寺
経
蔵
堂
夫
以
狂
簡
斐

然
之
文
而
帰
依
支
提
法
宝
蔵
者
於
意
云
何
我
有
本
願
願
以
今
生

世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
過
転
為
将
来
世
世
讃
佛
乗
之
因
転
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法
輪
之
縁
也
・
．
：
：
於
戯
垂
老
之
年
絶
筆

と
あ
り
、
そ
れ
は
開
成
五
年
（
八
四
○
）
の
晩
年
の
こ
と
で
あ
る

が
、
詩
文
、
白
氏
洛
中
集
を
香
山
寺
経
蔵
に
お
さ
め
、
そ
れ
以
後
、

か
れ
は
文
筆
を
絶
っ
て
い
る
。
一
代
を
あ
げ
て
の
文
筆
の
業
は
世

俗
の
狂
言
綺
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
世
俗
を
あ
げ
て
勝
義
に
ひ
る
が

え
さ
ん
と
の
本
願
の
も
と
に
、
世
俗
の
筆
を
折
っ
て
い
る
。

か
れ
が
狂
言
綺
語
な
る
世
俗
を
ひ
る
が
え
す
と
き
、
そ
の
世
俗

の
も
つ
意
味
は
深
く
、
第
一
義
諦
に
通
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
放
言
綺
語
と
い
い
、
狂
言
綺
語
と
い
う
が
、
そ
れ
ら
は
、

白
氏
文
集
に
始
め
て
み
ら
れ
る
造
語
の
よ
う
で
あ
る
。
綺
語
は
十

悪
の
一
で
あ
る
が
、
放
言
も
狂
言
も
佛
教
以
前
の
中
国
語
で
あ
る
。

放
言
は
、
気
ま
ま
な
談
論
の
意
で
、
論
語
に
あ
り
、
旧
唐
書
斐

度
伝
に
は
「
高
歌
放
言
、
以
詩
言
琴
泗
自
楽
」
と
あ
る
。
狂
言
は

古
く
は
漢
書
谷
水
伝
に
、
「
将
軍
説
其
狂
言
」
と
あ
り
、
荘
子
に

も
み
え
る
。
佛
典
の
中
で
は
、
宝
積
部
の
三
律
儀
第
一
等
に
、
狂

言
が
、
気
違
い
じ
み
た
言
と
し
て
出
て
い
る
。
無
量
寿
経
に
は
妄

言
綺
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
妄

言
よ
り
は
放
言
、
狂
言
の
方
が
、
白
楽
天
の
意
に
は
近
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
讃
佛
乗
、
転
法
輪
は
、
羅
什
訳
法
華
経
方
便
品
に
「
春

属
百
千
万
、
恭
敬
合
掌
礼
、
諸
我
転
法
輪
我
即
自
思
惟
、
若
但

讃
佛
乗
、
衆
生
没
在
、
不
能
信
是
法
」
と
あ
る
の
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。
安
楽
行
品
の
「
不
親
近
諸
外
道
梵
志
尼
腱
子
等
、
及
造
世

俗
文
筆
、
讃
詠
外
書
」
も
、
世
俗
文
字
之
業
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
法
華
経
の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
み

ら
れ
る
。

白
氏
文
集
が
、
平
安
時
代
の
日
本
に
及
し
た
影
響
は
大
き
い
が
、

⑦

三
宝
絵
詞
（
永
観
二
年
・
九
八
四
成
立
）
の
比
叡
坂
本
勧
学
会
の
下

に
、

十
四
日
ノ
タ
’
一
、
憎
く
山
ヨ
リ
オ
リ
テ
フ
モ
ト
’
一
ア
ッ
マ
リ
、

俗
〈
月
一
一
ノ
リ
テ
寺
一
一
ユ
ク
。
道
ノ
間
一
一
声
ヲ
同
ク
シ
テ
居
易

ノ
ッ
ク
レ
ル
百
千
万
劫
ノ
菩
提
ノ
種
、
八
十
三
年
ノ
功
徳
ノ
林

ト
イ
フ
偶
ヲ
調
ジ
テ
ア
ュ
ミ
ュ
ク
ニ
、
ヤ
ウ
ヤ
ク
寺
一
一
キ
ヌ
ル

ホ
ド
ニ
、
僧
又
声
ヲ
同
ジ
ク
シ
テ
法
ヶ
経
ノ
中
ノ
志
求
佛
道
者

無
量
千
万
億
成
以
恭
敬
心
皆
来
至
佛
所
ト
云
偶
ヲ
調
ジ
テ
マ
チ

ム
カ
フ
。
十
五
日
ノ
朝
一
一
〈
法
ヶ
経
ヲ
講
ジ
、
夕
一
天
弥
陀
ヲ

念
ジ
テ
ー
ソ
ノ
ノ
チ
｜
ス
暁
一
一
イ
タ
ル
マ
デ
佛
ヲ
ホ
メ
、
法
ヲ

ホ
メ
タ
テ
マ
ッ
リ
テ
、
ソ
ノ
詩
〈
寺
一
一
ヲ
ク
。
又
居
易
ノ
ミ
ヅ

カ
ラ
ヅ
ク
レ
ル
詩
ヲ
ア
ッ
メ
テ
香
山
寺
ニ
オ
サ
メ
シ
ト
キ
’
一
、

願
ハ
コ
ノ
世
ノ
世
俗
文
字
ノ
業
狂
言
綺
語
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
モ
テ
、

二

フワ
ム ’



カ
ヘ
シ
テ
当
来
世
女
讃
佛
乗
ノ
因
転
法
輪
ノ
縁
ト
セ
ム
、
ト
イ

ヘ
ル
願
ノ
偶
荊
ジ
…
：
。

と
あ
る
が
＄
勧
学
会
は
、
慶
滋
保
胤
や
紀
斉
名
等
に
よ
り
、
狂
言

綺
語
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
創
始
さ
れ
た
も
の
と
い
う
識
へ
き
で
あ

⑧

る
が
、
本
朝
文
粋
巻
十
に
は
紀
斉
名
は
、
七
言
、
暮
春
勧
学
会
聴

レ
識
法
華
経
同
賦
レ
摂
二
念
山
林
一
に

。
：
先
講
し
経
而
後
言
し
詩
、
内
二
信
心
一
外
二
綺
語
一
不
閏
独
記
三
束
山

勧
学
会
、
有
二
風
煙
泉
石
之
地
一
又
欲
し
知
三
釈
尊
像
法
世
多
二
見

佛
聞
法
之
人
一
：
．

と
の
↑
へ
、
慶
滋
保
胤
は
五
言
暮
秋
勧
学
会
於
禅
林
寺
恥
し
講
二
法
華

経
一
同
賦
二
聚
レ
沙
為
二
佛
塔
一
に

台
山
禅
侶
二
十
口
、
翰
林
書
生
二
十
人
、
共
作
二
佛
事
一
日
↓
一
勧

学
会
一
焉
、
結
レ
縁
植
レ
因
、
盛
哉
大
哉
、
方
今
令
下
二
切
衆
生
一

入
噸
諸
佛
知
見
上
、
莫
レ
先
一
一
於
法
華
経
一
故
起
し
心
合
し
掌
、
講
二
其

句
偶
壬
滅
二
無
量
罪
障
一
生
二
極
楽
世
界
｛
莫
レ
勝
し
於
二
弥
陀
佛
《

故
開
レ
ロ
場
し
声
、
唱
一
一
其
名
口
互
凡
知
二
此
会
者
、
謂
為
一
一
見
佛

聞
法
之
張
本
一
軽
二
此
会
一
者
、
恐
為
一
風
月
詩
酒
之
楽
遊
一
原

夫
童
子
聚
レ
沙
以
為
二
佛
塔
一
…
…
依
二
此
児
戯
一
皆
成
二
佛
道
一
呪

乎
我
等
：
。
…

さ
ら
に
高
積
善
は

城
東
讃
佛
立
席
・
…
：
以
講
一
一
乗
之
文
一
展
一
落
日
一
以
繋
二
九
品

之
望
一

と
し
る
し
て
い
る
。
僧
俗
あ
つ
ま
っ
て
、
一
日
、
法
華
経
を
講
じ
、

夕
に
は
弥
陀
を
念
じ
、
い
わ
ゆ
る
朝
題
目
夕
念
佛
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
法
華
経
中
の
一
句
を
も
っ
て
題
と
な
し
、
詩
を
作
り
、
そ

の
詩
を
寺
に
納
め
る
。
白
楽
天
（
居
易
）
の
香
山
寺
の
前
例
に
な

ら
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
僧
俗
相
あ
つ
ま
っ
て
の
会
で
あ
る

こ
と
、
経
を
講
じ
詩
作
を
こ
と
と
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
僧
俗
一

貫
の
す
が
た
と
同
時
に
；
世
俗
と
勝
義
の
一
体
化
へ
の
意
識
が
あ

る
。
信
心
を
内
と
し
綺
語
を
外
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
綺
語
が

大
手
を
ふ
っ
て
文
学
と
し
て
の
立
場
を
確
保
し
、
そ
の
文
学
は
、

内
に
佛
へ
の
信
心
を
い
だ
く
も
の
と
い
う
存
在
価
値
を
深
め
て
、

平
安
時
代
中
期
以
来
、
日
本
人
の
中
に
文
学
の
狂
言
綺
語
観
を
培

う
こ
と
と
な
っ
た
。
慶
滋
保
胤
は
真
筆
な
念
佛
行
者
で
あ
っ
て
、

弥
陀
へ
の
讃
仰
も
の
べ
て
い
る
が
、
又
、
法
華
経
方
便
品
の
児
戯

を
も
っ
て
詩
作
に
た
と
え
、
外
に
は
た
わ
む
れ
に
み
え
る
こ
と
が
、

見
佛
聞
法
の
張
本
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
狂
言
綺
語
が
、
そ
の

ま
ま
佛
道
を
成
ず
る
因
と
な
り
、
狂
言
綺
語
が
ふ
り
す
て
ら
れ
る

必
要
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
白
楽
天
は
文
筆
を
最
後
に
す
て

た
が
、
日
本
で
は
文
筆
が
成
佛
の
因
と
し
て
む
か
え
ら
れ
て
き
た
。

白
氏
文
集
の
派
行
は
、
詩
文
を
讃
佛
乘
の
因
と
し
た
の
で
あ
る
。

前
掲
の
三
宝
絵
詞
の
百
千
万
劫
ノ
菩
提
ノ
種
、
八
十
三
年
ノ
功
徳
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ノ
林
と
い
う
詩
も
、
白
氏
文
集
巻
二
十
七
に
の
っ
て
い
ぁ
』
も
の
で

あ
る
。ま

た
公
任
（
九
六
六
’
一
○
四
一
）
撰
の
和
漢
朗
詠
集
佛
事
に

願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
誤

翻
為
当
来
世
觜
讃
佛
乗
之
因
転
法
輪
之
縁
白

と
引
用
さ
れ
て
以
来
、
ひ
ろ
く
狂
言
綺
語
と
い
う
詞
が
、
人
友
の

間
に
ひ
ろ
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
朗
詠
集
に
は
、
こ
の
句
の
前

⑨

に
、
止
観
の
月
隠
重
山
号
華
扇
嶮
之
、
風
息
大
虚
号
動
樹
教
之
を

あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
引
用
の
仕
方
は
朗
詠
に
ふ
さ
わ
し
い
恰
好

の
も
の
で
あ
り
、
又
、
そ
れ
ま
で
に
よ
く
朗
詠
さ
れ
た
詩
句
が
と

り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
佛
教
や
止
観
の
思
想
に
必
ず
し

も
よ
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
平
安
人
士
の
佛
教
へ
の
態
度
の
一
面
も

み
ら
れ
る
か
と
思
う
。
狂
言
綺
語
も
そ
う
し
て
流
布
し
、
文
学
を

綺
語
で
あ
る
と
い
う
点
に
内
面
化
さ
せ
、
そ
れ
が
讃
佛
乘
の
因
と

な
る
点
に
安
堵
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑩

栄
華
物
語
う
た
が
ひ
の
巻
に
は
、
道
長
の
邸
の
法
華
三
十
講
に

集
っ
た
僧
侶
や
公
卿
た
ち
を

月
の
夜
、
花
の
朝
に
は
、
物
の
音
を
吹
き
あ
は
せ
し
ら
尋
へ
、
殿

ば
ら
僧
だ
ち
経
の
中
の
心
を
歌
に
よ
み
、
文
に
作
ら
せ
給
ふ
。

あ
る
は
、
百
千
万
劫
の
菩
提
の
種
、
八
十
三
年
の
功
徳
の
林
、

又
、
．
願
は
く
は
今
生
世
俗
文
字
の
業
、
狂
言
綺
語
の
誤
を
も
て
、

か
へ
し
て
当
来
世
湯
、
讃
佛
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
と
せ
ん
な
ど

⑩

調
し
給
ふ
も
尊
く
面
白
し

と
記
し
、
そ
の
叙
述
は
三
宝
絵
詞
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

「
狂
言
綺
語
云
戊
」
と
謡
し
給
ふ
も
尊
く
面
白
し
、
と
い
う
よ
う
に

好
ん
で
詞
さ
れ
、
又
、
尊
く
面
白
し
と
観
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
優
雅
な
趣
に
み
ち
た
信
仰
が
あ
り
、
文
学
は
讃
佛

乗
の
因
と
な
り
、
し
か
し
佛
教
は
文
学
を
妨
げ
て
も
い
な
い
。
文

化
が
そ
の
云
い
分
を
発
揮
し
、
宗
教
は
求
め
ら
れ
つ
つ
も
文
化
の

領
域
を
お
か
し
て
は
い
な
い
。

⑪

平
安
末
期
に
は
、
そ
れ
は
推
移
し
て
ゆ
く
が
、
ま
ず
袋
草
子

（
清
輔
二
○
四
’
二
七
七
）
に
よ
る
と

恵
心
僧
都
は
和
歌
は
狂
言
綺
語
也
と
て
不
読
給
け
る
産
、
恵
心

院
に
て
曙
に
湖
を
眺
望
し
給
ふ
に
、
沖
よ
り
船
の
行
を
み
て
或

人
、
漕
行
舟
の
跡
の
白
波
と
云
歌
を
詠
じ
け
る
を
間
て
、
め
で

給
て
、
和
歌
は
観
念
の
助
縁
と
成
り
噂
へ
か
り
け
り
と
て
、
其

よ
り
読
給
ふ
と
云
鴦
、
籾
二
十
八
品
並
十
楽
歌
な
ど
も
其
の
後

読
給
ふ
と
云
宣

と
み
え
る
。
惠
心
僧
都
を
平
安
末
期
の
例
に
出
す
の
は
お
か
し
い

が
、
こ
の
説
話
は
袋
草
子
に
引
用
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

又
、
惠
心
僧
都
と
狂
言
綺
語
の
こ
と
は
、
現
存
の
恵
心
著
作
に
は

見
当
ら
な
い
が
、
恵
心
に
は
和
歌
は
あ
る
。
世
の
中
を
何
に
た
と
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へ
ん
朝
び
ら
き
こ
ぎ
ゆ
く
舟
の
あ
と
の
白
な
み
の
沙
弥
満
誓
の
歌

が
、
観
念
の
助
縁
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
恵
心
の
詞
で

は
な
い
に
し
て
も
、
日
本
天
台
の
観
念
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

又
‐
歌
は
狂
言
綺
語
と
し
て
、
恵
心
に
よ
っ
て
始
め
却
け
ら
れ
た

と
あ
る
が
、
そ
れ
が
讃
佛
乗
の
因
と
な
る
と
い
っ
て
会
通
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
↑
観
念
の
助
け
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

⑫

ま
た
梁
塵
秘
抄
（
二
六
九
成
立
）
巻
第
二
に
は

狂
言
綺
語
の
誤
ち
は
、
佛
を
讃
む
る
種
と
し
て
、
鹿
き
言
葉
も

如
何
な
る
も
、
第
一
義
と
か
に
ぞ
帰
る
な
る

と
あ
る
。
第
一
義
と
か
に
ぞ
帰
る
な
る
と
は
、
お
そ
ら
く
は
平
安

末
期
に
語
ら
れ
た
狂
言
綺
語
の
理
解
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ

れ
は
浬
梁
経
巻
二
十
の
「
諸
佛
常
軟
語
、
為
衆
故
説
鹿
、
鹿
言

（
醗

及
軟
語
↑
皆
帰
第
一
義
」
の
偶
に
よ
る
理
解
の
仕
方
で
あ
る
が
、

佛
の
鹿
言
が
狂
言
綺
語
に
お
き
か
え
ら
れ
て
、
そ
れ
が
第
一
義

に
帰
す
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
世
俗
と
勝
義
と
は
、
こ
こ
で
日

本
的
に
受
容
さ
れ
た
形
で
、
現
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
平
安
末

期
よ
り
佛
教
は
、
自
覚
と
、
よ
り
内
面
化
へ
の
傾
向
を
も
つ
よ
う

で
あ
る
。

⑭

古
来
風
体
抄
（
俊
成
、
二
九
七
成
立
）
に
は

た
Ｎ
し
彼
は
法
文
金
口
の
ふ
か
き
義
な
り
。
こ
れ
は
浮
言
綺
語
の

た
は
ぶ
れ
に
は
似
た
れ
ど
も
、
こ
と
の
ふ
か
き
む
ね
も
あ
ら
は
れ

こ
れ
を
縁
と
し
て
、
佛
の
み
ち
に
も
か
よ
は
さ
ん
た
め
、
か
つ

は
煩
悩
す
な
は
ち
菩
提
な
る
が
故
に
、
法
花
経
に
は
、
若
説
俗

間
経
耆
略
之
資
生
業
等
皆
順
正
法
と
い
ひ
、
普
賢
観
に
は
、
な

に
も
の
か
こ
れ
っ
み
、
な
に
も
の
か
こ
れ
福
、
罪
福
無
主
我
心

自
空
な
り
と
と
き
給
へ
り
…
…

と
、
和
歌
の
道
に
つ
い
て
、
浮
言
綺
語
の
た
わ
む
れ
に
似
て
い
る

け
れ
ど
も
、
深
い
む
ね
も
あ
り
、
煩
悩
即
菩
提
に
よ
り
、
あ
る
い

は
法
華
経
の
資
生
業
等
皆
順
正
法
の
旨
趣
に
も
叶
う
も
の
で
あ
る

と
歌
と
佛
道
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
様
子
が
み
え
て
く
る
。

⑮

俊
成
に
つ
い
て
は
定
家
に
擬
せ
ら
れ
る
三
五
記
に
、
俊
成
は
歌
の

道
を
久
し
く
た
『
し
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
狂
言
綺
語
に
似

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
死
を
出
づ
る
出
離
の
要
道
を
こ
そ
学

び
た
い
も
の
と
思
い
、
住
吉
神
社
に
参
籠
し
一
心
に
祈
り
申
し
た

る
と
こ
ろ
、
夢
に
老
翁
来
り
、
「
ゆ
め
ゆ
め
他
の
こ
と
を
す
べ
か

ら
ず
、
た
だ
歌
を
も
て
往
生
す
ゞ
へ
し
」
と
さ
と
さ
れ
、
歌
は
一
た

ん
の
心
を
養
う
の
み
な
ら
ず
、
当
来
の
法
と
も
な
る
、
へ
き
や
ん
ご

と
な
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
感
銘
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
三
五

記
は
定
家
の
作
で
な
い
に
し
て
も
、
当
時
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
た
証
左
に
は
な
る
と
思
う
。
狂
言
綺
語
を
弄
す
る
こ

と
の
不
安
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
住
吉
明
神
の
夢
告
を
ま
た

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歌
と
佛
道
と
全
く
二
な
し
と
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の
覚
悟
と
な
る
。
佛
教
は
そ
こ
ま
で
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

⑯

安
居
院
法
印
澄
憲
作
の
表
白
、
源
氏
一
品
経
に
よ
る
と

物
語
者
、
非
し
伝
二
古
人
之
善
亜
堂
非
し
注
二
先
代
之
旧
事
↓
作
人

皆
以
二
虚
誕
一
為
し
宗
、
：
・
・
：
光
源
氏
之
物
語
者
紫
式
部
之
所
制
也
。

…
…
古
来
物
語
之
中
以
之
為
秀
逸
、
艶
詞
甚
佳
美
…
…
調
］
此

披
閲
之
諸
人
一
定
結
｜
｜
輪
廻
之
罪
根
《
悉
堕
一
一
奈
落
之
剣
林
↓
｜
故
‐

紫
式
部
亡
霊
昔
託
一
人
夢
一
告
二
罪
根
重
一
妥
信
心
大
施
主
禅
定
比

丘
尼
、
一
為
し
救
二
彼
制
作
之
幽
魂
二
為
し
済
二
其
見
聞
之
諸
人
一

殊
勧
一
道
俗
貴
賤
菫
三
写
二
十
八
品
之
真
文
毎
巻
為
端
図
一
源
氏

産
屋
蓋
転
二
煩
悩
一
為
二
菩
提
一
也
…
…
昔
白
楽
天
発
し
願
、
以
二

狂
言
綺
語
之
謬
一
為
し
讃
一
佛
乗
之
因
一
為
｜
｜
転
法
輪
之
縁
｛
今
比

丘
尼
済
物
＄
翻
二
数
篇
艶
詞
之
過
《
帰
一
一
一
実
相
之
理
一
為
二
三
菩

提
之
因
《
…
…

と
、
虚
構
で
あ
る
源
氏
物
語
は
、
全
く
の
狂
言
締
詔
と
な
っ
て
い

る
。
紫
式
部
が
、
源
氏
物
語
螢
の
巻
に
、
物
語
は
虚
構
な
る
が
故

に
、
反
っ
て
人
間
の
真
実
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
っ

た
自
負
は
、
こ
こ
で
は
跡
か
た
も
な
く
、
全
く
の
狂
言
綺
語
と
な

り
了
せ
て
い
る
。
紫
式
部
自
身
に
は
狂
言
綺
語
の
用
語
も
見
当
ら

な
い
。
し
か
し
、
澄
憲
に
と
っ
て
は
、
源
氏
物
語
は
狂
言
綺
語
で

あ
り
、
堕
地
獄
の
文
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
仙
俗
は
、
勝
義
第
一
諦

に
通
ず
る
に
は
余
り
に
隔
絶
し
す
ぎ
て
い
た
。
そ
の
救
済
の
た
め

に
は
、
供
養
を
必
要
と
す
る
底
の
も
の
で
あ
っ
た
。
白
楽
天
の
狂

言
綺
語
讃
佛
乗
の
句
を
も
ち
出
し
て
き
て
も
、
白
楽
天
よ
り
は
、

は
る
か
に
業
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
が
そ
れ
が
、
供
養
に
よ
り
、

一
実
相
の
理
に
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
ふ
か
い
業
は
、
や
は

り
転
法
輪
の
縁
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

平
康
狐
の
宝
物
集
の
記
述
は
、
こ
の
源
氏
一
品
経
表
白
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ち
な
み
に
、
安
居
院
澄
憲
そ

の
人
は
、
名
文
の
表
白
を
数
女
狂
言
綺
語
と
も
い
う
寺
へ
き
を
も
の

し
、
讃
佛
乗
、
転
法
輪
の
機
縁
た
ら
し
め
た
人
で
あ
っ
た
。

⑰

澄
憲
の
息
、
聖
覚
に
は
、
源
氏
供
養
表
白
が
あ
り
㈲
前
記
と
同

様
の
趣
旨
の
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
謡
曲
の
源
氏
供
養
に
も
な

っ
て
い
る
。
狂
言
綺
語
を
弄
し
て
地
獄
に
堕
し
た
紫
式
部
の
苦
患

を
あ
ら
わ
す
が
、
そ
こ
で
は
、
狂
言
綺
語
を
ふ
り
す
て
て
、
紫
式

部
が
の
ち
の
世
を
た
す
け
た
ま
へ
、
と
式
部
が
願
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
狂
言
綺
語
は
、
鎌
倉
時
代
よ
り
室
町
時
代
に
か
け
て
、

こ
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
さ
ら
に
一
方
、
沙
石
集
序

⑱

（
一
二
八
三
頃
成
立
）
に
よ
る
と

夫
健
言
軟
語
み
な
第
一
義
に
帰
し
、
治
生
産
業
し
か
し
な
が
ら

実
相
に
そ
む
か
ず
。
然
ば
狂
言
綺
語
の
あ
だ
な
る
戯
を
縁
と
し

て
、
佛
乗
の
妙
な
る
道
に
入
れ
、
世
間
浅
近
の
賎
き
事
を
譽
と

し
て
、
勝
義
の
深
き
理
を
知
ら
し
め
ん
と
思
ふ
、
云
ミ
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と
、
天
台
の
実
相
論
を
根
抵
に
し
て
、
狂
言
綺
語
の
た
わ
む
れ
ご

と
で
あ
る
世
間
の
卑
近
な
こ
と
の
意
味
を
重
ん
じ
、
そ
れ
は
第
一

義
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
世
間
卑
近
の
こ
と
を
た
と
え

と
し
て
、
佛
道
に
入
れ
し
め
よ
う
と
す
る
無
住
法
師
の
願
い
で
あ

る
。
狂
言
綺
語
は
方
便
で
あ
り
、
又
、
方
便
は
即
ち
真
実
で
あ
る

と
い
う
佛
教
的
な
解
釈
で
あ
る
。
勝
義
の
深
き
理
を
知
ら
し
め
ん

と
思
う
と
い
う
が
、
世
俗
と
勝
義
は
、
天
台
の
実
相
論
と
浬
梁
経

を
媒
介
と
し
て
、
展
開
し
て
い
る
。

⑲

さ
ら
に
義
経
記
に
は
「
義
経
秀
衡
に
は
じ
め
て
対
面
の
こ
と
」

の
下
に

此
殿
は
お
さ
な
く
お
は
す
る
と
も
、
狂
言
綺
語
の
戯
れ
も
，
仁

義
礼
智
信
も
正
し
く
ぞ
お
は
す
ら
ん

と
あ
る
が
、
詩
歌
音
楽
を
狂
言
綺
語
の
た
わ
む
れ
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
謡
曲
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
謡

⑳

曲
「
藤
」
は

意
生
化
身
を
受
け
衣
の
、
か
さ
ね
て
き
た
り
夜
も
す
が
ら
、
歌

舞
を
な
さ
ん
と
参
り
た
り
、

げ
に
や
も
と
よ
り
狂
言
綺
語
も
、
讃
佛
乗
の
因
縁
は
隔
て
は
あ

ら
じ
、
法
の
身
の
：
．
…

⑳

と
歌
舞
を
も
っ
て
狂
言
綺
語
に
あ
て
、
「
自
然
居
士
」
に
は

ひ
と
年
今
の
ご
と
く
説
法
お
ん
述
べ
候
ひ
し
時
、
い
で
聴
衆
の

眠
り
覚
ま
さ
ん
と
、
高
座
の
上
に
て
ひ
と
さ
し
お
ん
舞
ひ
あ
り

し
こ
と
、
奥
ま
で
も
聞
え
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
ひ
と
さ
し
お
ん
無

ひ
候
へ

お
う
そ
れ
は
狂
言
綺
語
に
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
さ
や
う
の
こ
と
も

候
ふ
ゞ
へ
し

と
舞
を
も
っ
て
、
そ
れ
に
あ
て
↑
そ
れ
が
佛
道
へ
の
助
縁
に
な
る

＠

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
東
岸
居
士
」
に
は
↑
謡
を
も
っ
て
狂
言

綺
語
と
し
、
同
じ
く
真
の
道
に
入
る
方
便
と
し
て
い
る
。

鎌
倉
・
室
町
時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
に
詩
歌
管
絃
を
狂
言
綺
語

と
す
る
考
え
方
と
、
同
時
に
そ
れ
が
讃
佛
乗
の
因
と
な
る
こ
と
を

⑳

示
す
も
の
と
が
あ
る
。
平
家
物
語
「
敦
盛
最
期
」
の
下
に

件
の
笛
は
お
ほ
ぢ
忠
盛
笛
の
上
手
に
て
、
鳥
羽
院
よ
り
給
は
ら

れ
た
り
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
経
盛
相
伝
せ
ら
れ
た
り
し
を
、
敦

盛
器
量
た
る
に
よ
っ
て
、
も
た
れ
た
り
け
る
と
か
や
。
名
を
ぱ

さ
枝
と
ぞ
申
け
る
。
狂
言
統
語
の
こ
と
は
り
と
い
ひ
な
が
ら
、

遂
に
讃
佛
乘
の
因
と
な
る
こ
そ
哀
な
礼
。

と
あ
る
の
は
↑
笛
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
直
実
が
讃

佛
乗
の
道
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
さ
す
。

⑳

世
阿
弥
の
風
姿
花
伝
に

平
の
都
に
し
て
は
、
村
上
天
皇
の
御
宇
に
昔
の
上
宮
太
子
の
御

筆
の
、
申
楽
延
年
の
記
を
叡
覧
な
る
に
、
ま
づ
神
代
、
佛
在
所
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本
よ
り
歌
近
は
わ
が
国
の
陀
羅
尼
な
り
。
綺
語
を
論
ず
る
時
は
、

経
諭
を
よ
み
、
禅
定
を
修
行
す
る
も
妄
想
な
る
ゞ
へ
し

と
い
う
。
心
敬
の
連
歌
論
は
、
俊
成
や
定
家
の
流
れ
を
く
む
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
天
台
僧
で
あ
り
十
住
心
院
心
敬
と
名
の
る
彼
に
は
、

佛
教
と
文
学
と
が
潭
然
と
し
て
い
る
。
室
町
時
代
と
い
う
時
代
を

背
景
に
、
ま
た
台
密
の
僧
で
も
あ
る
心
敬
は
、
歌
道
は
わ
が
国
の

陀
羅
尼
で
あ
る
、
と
云
い
き
っ
て
い
る
が
、
歌
を
綺
語
で
あ
る
と

い
う
な
ら
ば
、
経
諭
も
綺
語
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
平
安
末
期
の
俊

成
は
か
つ
て
、
歌
は
狂
言
紺
語
な
ら
ん
か
と
煩
悩
し
た
と
い
う
。

心
敬
に
は
も
は
や
惑
い
は
な
い
。
人
間
の
制
作
に
か
か
る
歌
が
狂

の
始
ま
り
、
月
氏
・
辰
旦
・
日
域
に
伝
は
る
狂
言
綺
語
を
も
て
、

讃
佛
転
法
輪
の
因
縁
を
守
り
、
魔
縁
を
し
り
ぞ
け
、
棉
祐
を
ま

ね
く
云
戊

と
、
申
楽
を
狂
言
綺
語
と
し
、
そ
れ
が
讃
佛
転
法
輪
の
い
わ
れ
あ

る
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。
讃
佛
乗
が
讃
佛
と
用
い
ら
れ
る
の
は
、

単
な
る
省
略
か
同
義
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
狂
言

綺
語
が
、
能
楽
や
歌
舞
の
上
で
こ
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
、
そ
れ
は
佛
道
へ
の
因
縁
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

知
る
。さ

て
一
方
、
同
じ
く
室
町
時
代
の
心
敬
（
一
四
○
六
’
一
四
七
五
）

⑳

の
「
さ
Ⅸ
め
ど
と
」
に
は

狂
言
綺
語
の
用
例
を
な
ら
寺
へ
て
少
し
く
検
討
し
て
み
た
が
、
多

く
も
ら
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
大
体
、
代
表
的
と
思
わ

れ
る
も
の
に
と
ど
め
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
時
代
と
と
も
に
眺
め
て

み
た
。
あ
ら
ゆ
る
点
に
不
術
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
が
、
狂
言
綺

語
と
よ
び
な
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
ば
を
、
佛
教
の
面
よ
り
、
い
ち
ど

言
綺
語
で
あ
る
な
ら
、
経
諭
を
よ
む
こ
と
も
妄
想
で
あ
り
＄
禅
定

を
修
す
る
こ
と
も
妄
想
で
あ
ろ
う
と
い
う
が
↑
心
敬
は
、
禅
に
も

籾
近
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
狂
言
綺
語
は
、
そ
こ
で
は
吃
せ
ら

る
ゞ
へ
き
も
の
で
は
な
く
、
諸
法
実
相
の
あ
り
の
ま
ま
と
し
て
㈲
受

け
い
れ
ら
れ
る
、
へ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
法
実
相
之
外
余
、
皆
魔

事
也
と
も
心
敬
は
い
っ
て
い
る
。

秀
歌
の
体
を
法
身
の
体
と
観
じ
た
心
敬
に
は
、
歌
は
狂
言
綺
語

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
歌
は
心
を
研
ぐ
手
だ
て
で
あ
っ
た
か
ら
。

心
敬
の
狂
言
綺
語
観
は
、
室
町
時
代
の
生
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

か
の
平
安
末
期
の
安
居
印
の
澄
悲
の
源
氏
一
品
経
や
宝
物
集
と
隔

た
る
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
ま
た
白
楽
天
の
狂
言
綺
語
観
と
も
異

っ
て
い
る
。
更
に
徹
底
し
て
冷
え
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

室
町
時
代
以
後
は
、
江
戸
時
代
ま
で
、
大
体
室
町
時
代
の
踏
襲

の
よ
う
で
あ
る
。
蓮
如
上
人
御
文
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
し
ら

れ
る
通
り
で
あ
る
。

今 つ
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考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
不
備
を
後
日
に
あ
ら
た

め
た
い
・

註
①
白
氏
長
慶
集
（
北
京
、
文
学
古
籍
刊
行
社
出
版
本
）
三
、
六
四
頁

②
群
書
類
従
第
二
十
七
雑

③
白
氏
長
慶
集
三
、
六
三
頁

④
白
氏
長
慶
集
同
六
九
頁
裏

⑤
白
氏
長
慶
集
同
六
九
頁
裏

⑥
白
氏
長
慶
集
同
七
六
頁
裏

⑦
大
日
本
仏
教
全
書
二
一
巻
四
五
一
頁

③
国
書
刊
行
会
本
、
本
軸
文
粋
一
七
○
頁
‐

⑨
大
正
蔵
四
六
巻
三
頁
ｂ

⑭
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
栄
華
物
語
上
、
四
五
○
頁

⑪
日
本
歌
学
大
系
巻
二
、
八
七
頁

⑫
日
本
古
典
文
学
大
系
本
梁
塵
秘
抄
、
三
八
三
頁

⑭
大
正
蔵
一
二
巻
四
八
五
頁
ａ

⑭
日
本
歌
学
大
系
巻
二
、
三
六
○
頁

⑮
日
本
歌
学
大
系
巻
四
、
三
四
一
頁

⑳ ⑳ ⑳ 、 ⑳ ⑳ ⑲ ⑬ ⑰⑯

天
台
宗
全
書
、
法
則
類
聚
篇
、
拾
珠
紗
第
一
、
一
四
四
頁

叡
山
文
庫
蔵
本
（
も
と
一
乗
止
観
院
蔵
・
亨
保
十
三
年
貫
統
写
）

に
は
、
安
居
院
澄
憲
法
印
作
と
あ
り
。

コ
レ
ハ
カ
ケ
ロ
フ
ナ
レ
〈
ル
ヤ
キ
ヤ
ノ
テ
ナ
ラ
ヒ
ニ
モ
ク

フ
、
『
、
ヲ

：
…
・
此
者
蜻
蛉
之
身
也
有
耶
無
乎
手
習
可
レ
耆
二
往
生
極
楽
之
文
《

。
〈
○
ノ

ナ
レ
ハ
タ
ヘ
ニ

ヲ
と
ラ
ン

彼
夢
浮
橋
之
世
也
朝
夕
来
迎
引
接
恋
渡
南
無
西
方
極
楽
化
主
弥
陀

〈
シ
テ

リ
ヲ
タ
可
ヘ

ヲ

善
逝
願
離
二
狂
言
綺
語
之
誤
一
済
一
一
紫
式
部
悪
趣
之
苦
患
↓
南
無
当

タ
マ
ヘ

ト
ヲ
ラ
ク
メ

来
導
師
弥
勒
慈
尊
必
為
一
一
讃
仏
乗
因
転
法
輪
縁
一
翫
レ
之
輩
悉
令
レ

ニ
へ

引
二
－
導
安
養
浄
刹
一
給

日
本
古
典
文
学
大
系
、
沙
石
集
、
五
七
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
義
経
記
七
九
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
謡
曲
全
集
（
野
上
）
巻
二
、
五
一
九
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
古
典
文
学
大
系
謡
曲
集
上
、
一
○
二
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
謡
曲
全
集
（
野
上
）
巻
四
、
一
八
一
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
平
家
物
語
下
、
二
二
二
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
能
学
論
集
三
七
一
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
連
歌
論
集
一
八
三
頁
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